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TC53e-RFID クイック スタート ガイド

モデル番号
このガイドが適⽤されるモデル番号: TC530R

デバイスの開梱
デバイスを梱包箱から開梱します。
1. デバイスを覆っている保護材をすべて慎重に取り外して、後で保管や搬送に使⽤できるように梱包箱を保管しておきます。
2. 次のものが含まれていることを確認します。

• タッチ コンピュータ
• >17.7 ワット時 (最⼩)/>4,680mAh PowerPrecision+ リチウムイオン バッテリ
• 規制ガイド

3. 破損している機器がないかどうかを確認してください。不⾜または破損している機器がある場合は、直ちにグローバル カスタマ サポート センターにお問い合わせください。
4. デバイスを初めて使⽤する前に、スキャン ウィンドウ、ディスプレイ、カメラ ウィンドウを覆っている搬送保護フィルムを剥がしてください。

機能
このセクションでは、TC53e-RFID タッチ コンピュータの機能について説明します。
TC53e-RFID には、次のようなエンコーダ/リーダーが内蔵されています。
• RFID タグの読み取り範囲は 1.5 〜 2.0m。
• RFID の読み取り速度は 1 秒あたり 20 タグ。
• 全⽅位アンテナ。
注 :  Voice over Internet Protocol (VoIP) 通信⽤のデバイスを頭の近くで使⽤する場合 (ユーザーがデバイスを⽿に当てている場合など)、RFID 電源は無効になります。ハンズフリーまたはワイヤレス VoIP 通信 (イヤホンや Bluetooth など) では、RFID 電源は無効になりません。
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図 1    正⾯図と側⾯図
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番号 項⽬ 説明
1 正⾯カメラ (8MP) 写真やビデオを撮影します。
2 スキャン LED データ収集の状態を⽰します。
3 レシーバ ハンドセット モードでの⾳声の再⽣に使⽤します。
4 近接/光センサ ディスプレイ バックライトの輝度を制御するために、近接および周辺光を判別します。
5 バッテリ ステータス LED 充電中のバッテリ充電状態とアプリケーションから⽣成された通知を⽰します。
6、9 スキャン ボタン データ収集を開始します (プログラム可能)。
7 ⾳量上/下ボタン ⾳声のボリュームを調節します (プログラム可能)。

表 1    TC53e-RFID の正⾯と側⾯の機能
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番号 項⽬ 説明
8 6 インチ LCD タッチ スクリーン デバイスの操作に必要な情報がすべて表⽰されます。
10 PTT ボタン 通常、PTT 通信に使⽤します。

表 1    TC53e-RFID の正⾯と側⾯の機能 (Continued)

図 2    背⾯図と上⾯図
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番号 項⽬ 説明
1 電源ボタン ディスプレイをオン/オフにします。⻑押ししてデバイスの電源オフ、再起動、またはロックを⾏います。
2、6 マイク ハンドセット/ハンズフリー モード、⾳声録⾳、ノイズ キャンセリングでの通信に使⽤します。
3 出⼒ウィンドウ イメージャによるデータ収集に使⽤します。
4 UHF RFID 内蔵 RFID。

注 :  RFD40 または RFD90 スレッドがデバイスに接続されている場合は、内蔵 RFID よりも優先されます。
5 背⾯の共通 I/O8 ピン ホスト通信、オーディオ、ケーブルおよびアクセサリを介したデバイスの充電に使⽤します。

表 2    背⾯と上⾯の機能
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番号 項⽬ 説明
7 バッテリ リリース ラッチ 両⽅のラッチをつまんで持ち上げ、バッテリを取り外します。
8 バッテリ デバイスに電⼒を供給します。
9 ハンド ストラップ ポイント

ハンド ストラップの取り付けポイントです。

10 フラッシュ付き背⾯カメラ(16MP)
フラッシュを使⽤して写真やビデオを撮影し、カメラの照明に使⽤します。

表 2    背⾯と上⾯の機能 (Continued)

図 3    底⾯図
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番号 項⽬ 説明
11 スピーカ ビデオおよび⾳楽再⽣⽤の⾳声を出⼒します。スピーカフォン モードで⾳声を出⼒します。
12 DC ⼊⼒ピン 充電⽤の電源/アース (5V 〜 9V) です。
13 マイク ハンドセット/ハンズフリー モード、⾳声録⾳、ノイズ キャンセリングでの通信に使⽤します。
14 USB Type C および 2 つの充電ピン

I/O USB-C インタフェースと 2 つの充電ピンを使⽤して、デバイスに電⼒と通信を供給します。

表 3    底⾯の機能

123RFID アプリ
123RFID アプリは、デバイスのタグ操作機能をデモンストレーションします。
このアプリは Google Play ストアで⼊⼿できます。123RFID アプリのインストールの詳細については、「Zebra 123RFID モバイル サポート」ページを参照してください。
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microSD カードの取り付け
microSD カード スロットにより、不揮発性のセカンダリ ストレージを使⽤できます。スロットはバッテリ パックの下にあります。詳細についてはカード付属のマニュアルを参照し、使⽤の際はメーカーの推奨事項に従ってください。
注意—ESD :  MicroSD カードを損傷しないように、適切な静電気放電 (ESD) に関する注意事項に従ってください。適切な ESD に関する注意事項には、ESD マット上での作業や、作業する場合の適切な接地などが記載されています。
1. アクセス ドアを持ち上げます。

2. microSD カード ホルダを「Open」の位置にスライドさせます。

3. microSD カード ホルダ ドアを持ち上げます。
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TC53e-RFID クイック スタート ガイド
4. microSD カードをカード ホルダに挿⼊して、ドアの両端にある固定タブ内部にスライドさせます。

5. microSD カード ホルダを閉じます。

6. microSD カード ホルダを「Lock」の位置にスライドさせます。

重要 :  適切なデバイスの密閉状態を確保するために、アクセス カバーは元の位置にしっかりと取り付ける必要があります。
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TC53e-RFID クイック スタート ガイド
7. アクセス ドアを元に戻します。

バッテリの取り付け
このセクションでは、デバイスにバッテリを取り付ける⽅法について説明します。
注 :  バッテリ受けにラベル、資産タグ、刻印、ステッカー、またはその他のオブジェクトなどを付けないでください。デバイスまたはアクセサリの意図された性能が損なわれるおそれがあります。シーリング [保護等級 (IP)]、衝撃性能 (落下および転倒)、機能、または耐熱性などの性能レベルが影響を受けることがあります。
1. デバイスの背⾯のバッテリ収納部に、バッテリを取り付けます。この場合、バッテリの下側を先に⼊れます。
2. カチッとはまるまでバッテリを押し込みます。

BLE ビーコン付き充電式リチウム イオン バッテリの使⽤
このデバイスは、充電式リチウム イオン バッテリを使⽤して Bluetooth Low Energy (BLE) ビーコンを促進します。有効にすると、バッテリが空になったために本デバイスの電源がオフになると、最⼤ 7 ⽇間 BLE 信号を送信します。
注 :  デバイスが Bluetooth ビーコンを送信するのは、電源がオフになっているか、機内モードになっている場合だけです。
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TC53e-RFID クイック スタート ガイド
セカンダリ BLE の設定の詳細については、techdocs.zebra.com/emdk-for-android/13-0/mx/beaconmgr/ を参照してください。

デバイスの充電
最適な充電をするには、Zebra の充電アクセサリおよびバッテリを使⽤してください。デバイスをスリープ モードにして、室温でバッテリを充電してください。
電源を押したときや、⼀定の期間にわたって⾮アクティブな状態が続いた場合に、デバイスはスリープモードになります。
バッテリは、完全に空になっている状態から、約 2 時間で 90% まで充電されます。多くの場合、⽇常的な使⽤に対しては 90% までの充電で充分です。使⽤プロファイルによっては、100% のフル充電を⾏うと、約 14 時間連続で使⽤可能な場合があります。
デバイスやアクセサリは、常に安全かつ適切な⽅法で充電し、異常な温度のため充電を中⽌した場合には、LED が点灯するとともにデバイスのディスプレイに通知が表⽰されます。

温度 バッテリ充電時の動作
20 〜 45°C (68 〜 113°F) 最適な充電範囲。
0 〜 20°C (32 〜 68°F) / 45 〜 50°C (113 〜 122°F) セルの JEITA 要件を最適化するため、充電速度が低下します。
0°C (32°F) 未満/ 50°C (122°F) 超 充電が停⽌します。
55°C (131°F) 超 デバイスがシャットダウンします。

メイン バッテリを充電するには、次の⼿順に従います。
1. 充電アクセサリを適切な電源に接続します。
2. デバイスをクレードルに挿⼊するか、電源ケーブルを接続します (最低 9 ボルト/ 2 アンペア)。

デバイスの電源がオンになり、充電が開始されます。充電中は、充電/通知 LED が⻩⾊で点滅し、完全に充電されると緑⾊の点灯に変わります。
充電インジケータ

充電/通知 LED は充電ステータスを⽰します。

状態 LED の⾊ 表⽰
オフ デバイスが充電されていません。

• デバイスが正しくクレードルに挿⼊されていないか、電源に接続されていません。
• 充電器/クレードルに電源が供給されていません。

⻩⾊でゆっくり点滅
(4 秒に 1 回点滅)

デバイスを充電中です。

表 4    充電/通知 LED 充電インジケータ
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状態 LED の⾊ 表⽰
⾚⾊でゆっくり点滅
(4 秒に 1 回点滅)

デバイスを充電中ですが、バッテリの寿命が近づいています。
緑⾊で点灯 充電が完了しました。
⾚⾊で点灯 充電が完了しましたが、バッテリの寿命が近づいています。
⻩⾊で速く点滅
(1 秒間に 2 回点滅)

充電エラーです。例:
• 温度が低すぎるか、⾼すぎます。
• 充電完了までの時間が⻑すぎます (通常は 12 時間)。

⾚⾊で速く点滅
(1 秒間に 2 回点滅)

充電エラーです。また、バッテリの寿命が近づいています。例:
• 温度が低すぎるか、⾼すぎます。
• 充電完了までの時間が⻑すぎます (通常は 12 時間)。

表 4    充電/通知 LED 充電インジケータ (Continued)

予備バッテリの充電
このセクションでは、予備バッテリの充電について説明します。最適な充電をするには、Zebra の充電アクセサリおよびバッテリを使⽤してください。
1. 予備バッテリ スロットに、予備バッテリを挿⼊します。
2. バッテリが正しく取り付けられていることを確認してください。

予備バッテリ充電 LED が点滅し、充電中であることを⽰します。
バッテリは、完全に空になっている状態から、約 2.5 時間で 90% まで充電されます。多くの場合、⽇常的な使⽤に対しては 90% までの充電で充分です。使⽤プロファイルによっては、100% のフル充電を⾏うと、約 14 時間連続で使⽤可能な場合があります。

充電⽤アクセサリ
デバイスおよび/または予備バッテリを充電するには、次のアクセサリのいずれかを使⽤します。
充電と通信

充電 通信説明 部品番号
バッテリ (デバイス内)

予備バッテリ
USB イーサネット

1 スロット充電専⽤クレードル CRD-NGTC5-2SC1B あり あり なし なし
1 スロット USB/イーサネットクレードル CRD-NGTC5-2SE1B あり あり あり あり
5 スロット充電専⽤クレードル(バッテリ付き) CRD-NGTC5-5SC4B あり あり なし なし

11



TC53e-RFID クイック スタート ガイド

充電 通信説明 部品番号
バッテリ (デバイス内)

予備バッテリ
USB イーサネット

5 スロット充電専⽤クレードル CRD-NGTC5-5SC5D あり なし なし なし
5 スロット イーサネット クレードル CRD-NGTC5-5SE5D あり なし なし あり
充電/USB ケーブル CBL-TC5X-USBC2A-01 あり なし あり なし

1 スロット充電専⽤クレードル
USB クレードルは、電源およびホスト通信に利⽤できます。
注意 :  『Product Reference Guide』に記載されているバッテリの安全に関するガイドラインに従うようにしてください。

1 年 AC 電源コード
2 年 電源
3 年 DC 電源コード
4 年 デバイスの充電スロット
5 年 電源 LED
6 年 予備バッテリ充電スロット
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1 スロット イーサネット USB 充電クレードル

このイーサネット クレードルは、電源およびホスト通信を提供します。
注意 :  『Product Reference Guide』に記載されているバッテリの安全に関するガイドラインに従うようにしてください。

1 年 AC 電源コード
2 年 電源
3 年 DC 電源コード
4 年 デバイスの充電スロット
5 年 電源 LED
6 年 予備バッテリ充電スロット
7 年 DC 電源コード⼊⼒
8 年 イーサネット ポート (USB to Ethernet モジュール キット⽤)
9 年 USB to Ethernet モジュール キット
10 年 USB ポート (USB to Ethernet モジュール キット⽤)

注 :  USB to Ethernet モジュール キット (KT-TC51-ETH1-01) は、シングル スロット USB 充電器を介して接続します。
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5 スロット充電専⽤クレードル

注意 :  『Product Reference Guide』に記載されているバッテリの安全に関するガイドラインに従うようにしてください。
5 スロット充電専⽤クレードルには、次のような機能があります。
• デバイスの操作に必要な DC 5.0V の電⼒を供給する。
• 4 スロット バッテリ充電器アダプタを使⽤して、最⼤ 5 台のデバイス、または最⼤ 4 台のデバイスと4 台のバッテリを同時に充電する。
• クレードル ベースと、さまざまな充電要件に合わせて設定できるカップが付いている。

1 年 AC 電源コード
2 年 電源
3 年 DC 電源コード
4 年 シム付きのデバイスの充電スロット
5 年 電源 LED
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5 スロット イーサネット クレードル

注意 :  『Product Reference Guide』に記載されているバッテリの安全に関するガイドラインに従うようにしてください。
5 スロット イーサネット クレードルには、次のような機能があります。
• デバイスの操作に必要な DC 5.0V の電⼒を供給する。
• 最⼤ 5 台のデバイスをイーサネット ネットワークに接続する。
• 4 スロット バッテリ充電器アダプタを使⽤して、最⼤ 5 台のデバイス、または最⼤ 4 台のデバイスと4 台のバッテリを同時に充電する。

1 年 AC 電源コード
2 年 電源
3 年 DC 電源コード
4 年 デバイスの充電スロット
5 年 1000Base-T LED
6 年 10/100Base-T LED
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5 スロット (デバイス 4 台/予備バッテリ 4 台) 充電専⽤クレードル

注意 :  『Product Reference Guide』に記載されているバッテリの安全に関するガイドラインに従うようにしてください。
5 スロット充電専⽤クレードルには、次のような機能があります。
• デバイスの操作に必要な DC 5.0V の電⼒を供給する。
• 最⼤ 4 台のデバイスと 4 台の予備バッテリを同時に充電できる。

1 年 AC 電源コード
2 年 電源
3 年 DC 電源コード
4 年 シム付きのデバイスの充電スロット
5 年 予備バッテリ充電スロット
6 年 予備バッテリ充電 LED
7 年 電源 LED
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充電/USB-C ケーブル

USB-C ケーブルはデバイスの下部に取り付けます。使⽤しないときは簡単に取り外せます。
注 :  デバイスに接続すると、デバイスでの充電、およびホスト コンピュータへのデータ転送ができます。

内蔵イメージャでのスキャン
内蔵イメージャを使⽤して、バーコード データを読み取ります。
バーコードまたは QR コードを読み取るには、スキャン対応アプリケーションが必要です。このデバイスには DataWedge デモンストレーション (DWDemo) アプリが含まれていて、イメージャを有効にしたり、バーコード/QR コード データを読み取ったり、バーコード コンテンツを表⽰したりできます。
注 :  SE4720 には⾚⾊のドット照準が表⽰されます。
1. アプリケーションがデバイスで開かれていることと、テキスト フィールドがフォーカスされている(テキスト カーソルがテキスト フィールドにある) ことを確認します。
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2. デバイスの上部にある出⼒ウィンドウをバーコードまたは QR コードに向けます。

3. スキャン ボタンを押し続けます。
デバイスは照準パターンを投影します。
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4. 照準パターンの領域内にバーコードまたは QR コードが納まっていることを確認します。

図 4    SE4720 の照準パターン

図 5    複数のバーコードでの SE4720 ピックリスト モード照準パターン

注 :  デバイスがピックリスト モードの場合、デバイスは⼗字線の中⼼がバーコード/QRコードに当たるまでバーコード/QR コードを読み取りません。
デフォルトでは、データ収集 LED が点灯して、デバイスからビープ⾳が鳴り、バーコードまたは QRコードが正常に読み取られたことを⽰します。

5. スキャン ボタンを放します。
デバイスのテキスト フィールドにバーコードまたは QR コード データが表⽰されます。
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RFID スキャンの考慮事項
RFID 機能が適切に動作するように、次のように握ることを推奨します。
RFID スキャン⽅向

最適な握り⽅
重要 :  デバイスを持っているときは、⼿がハンド ストラップ (タオル) バーとスキャン ボタンの下になるようにします。
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⼈間⼯学に関する考慮事項
デバイスを使⽤する際は、⼿⾸を極端に曲げないでください。

AVOID EXTREME
WRIST ANGLES

サービスに関する情報
Zebra の認定部品を使⽤した修理サービスは、製造終了後少なくとも 3 年間利⽤可能です。zebra.com/support からリクエストしてください。
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